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(C) 2023. Industrial Value Chain Initiative

２０３０年の製造業（Society 5.0）

インクルーシブ
（Inclusive）

持続可能性
（Sustainable）

自律性
（Autonomous）

Sharing

Connected

Distributed 
生産プロセスの標準化、
知財のオープン＆クローズ

製品アーキテクチャ再設計
物流とデータの一体化

連携のためのコスト低減、
相互運用と利益共有基盤

データ流通基盤

シェアリング工場

コネクテッド工場
（つながる工場）

コンビニ工場
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３０年後の未来工場

◆コンビニファクトリー
• 最終消費地にもっとも近い場所でものづくりを
行う。実際には最終アセンブリによってカスタマ
イズをする。部品や要素技術は極限まで標準
化、複数の事業者がオープン環境で共創する。

◆シェアリングファクトリー
• 高度な製造技術、あるいはレアな製造技術など
を集約することで効率化し、スケールメリットを
出す。特に知識や技能の効果的な生産、再生
産の場として独自性を深める。

◆コネクテッドファクトリー
• 変化の激しい技術領域、マーケットの不確実性
が高い領域において、完成品ではなく、要素技
術に特化した事業者が、ネットワークを形成す
ることで多様なニーズに対応する。

ニーズの多様性に対応してカスタマイズ
するために、生産ラインの最終工程に相
当する部分は、エンドユーザーにもっとも
近い場所で、オンデマンド対応となる。

部品の共通化、デバイス化、モジュール
化が進むことで、工場は集約化され規模
および知識集約が進む。サプライチェー
ンの川上に位置する企業に顕著となる。

要素技術や生産技術において、それぞれ
のジャンルに特化したオンリーワンの企業
群が、独自の強みを持ち寄り自律的に連
携したバリューチェーンを形成する。
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個別化、多様化への対応（コンビニ工場）

モノ によるバリエーション

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

（ドイツ流）

利用 修理 廃棄

コト によるバリエーション

利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

・・・ ・・・ ・・・

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が負荷される。

マスカスタマイゼーション

オープンカスタマイゼーション

大企業

中小企業

中小企業

大企業

お金の流れ

お金の流れ
中小企業は多様な
ニーズに対応する

中小企業は大手から
お金をもらう
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標準仕様

現場の
業務Ｂ

現場の
業務Ａ

標準の接続仕様に自分を合わせる

接続仕様を自分の仕様に合わせる

ターミナル

連携辞書

現場の
業務Ｂ

現場の
業務Ａ

接続仕様

自分の仕様に近い
辞書を用いて接続仕
様を個別に定義

単一の接続仕様に合わ
せないとつながらない

ゆるやかな標準で世界を広げる！
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自生的主体からなる組織（社会）の制御方法

進化の
デザイン

グランド
デザイン

seed

教師データ

教師データ

教師データ

教師データ

教師データ

教師データ

自生的主体

自生的主体

自生的主体

自生的主体

自生的主体

自制的主体とは、自
らの意図（欲望）をも
ち行動する個者

話し合いで
決める

決め方を
決める

決める人
を決める

（正しいか）
（好き嫌い）

（損か得か）

経済原理

多数の論理

倫理と正義

行動原理
実現手段

多様な意見

多様な価値観

多様な利害

支配法則
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ＩＶＩアーキテクチャー（技術体系）完結版

ＣＩＯＦにより、企業間を業
務とデータによってつなぎ
ます。知財の問題や効率化、
簡素化により、企業間での
分業がよりオープンでダイ
ナミックなものとなります。

PSLXにより、製造現
場のことばと、企業経営
や顧客視点のことばをつ
なぎ、それぞれの個別性
を重視した共通化、共有
化が可能となります。

スマートシンキングによ
り、困りごとからスタートする
問題解決と、経営全体の視点
の課題とを統合した形で、製
造業のデジタル化のソリュー
ションを実現可能とします。

ＩＶＲＡによって、つながるも
のづくりのための参照アーキ
テクチャーを示し、必要な視点
や要件をヌケモレがない形で
整理しながら、それぞれの企
業の環境にあった解決策をデ
ザインすることができます。
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ビックデータ＆ディープデータ

データの区分 ビックデータ ディープデータ

データの構造 多種多様な関係 複雑な因果関係

得られる事実 確率的事象の推測 確実な事象の導出

適用できる範囲 広く共有が可能 個別の状況に依存

管理のポイント データ蓄積が重要 モデル管理が重要

表現する内容 主に消費者の行動 主に生産者の行動

扱い上の課題 個人情報を含む ノウハウを含む

ビック
データ

ターゲット
広告

サービス
品質

投資

消費者

プライバシー保護消費行動

ノウハウ保護生産行動

量（Volume）
スピード（Velocity）
多様性（Variety）

ビックデータ

ディープ
データ

問題発見
（予知）

生産
システム

投資

生産者

多義性（Diversity）
因果性（Dependency）
分散性（Distributed）

ディープデータ
技術情報
設計情報
実験結果
例外情報
測定内容
手順情報
・・・
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対象とするデータの種類による分類

オープンデータ

企業内部データ

限定公開データ

公開データ

営業秘密データ

個別開示データ

知っているものやこと、調べれば
わかることなどを、データとして伝
達、加工しやすい形で提供されて
いるもの。データソースは既知であ
るが、それを作成するのにコストが
かかる。例）地図データ、気象デー
タなど

個人や事業者が意図をもって公
開したもの。提供者にとって知ら
せたい内容であり、それが相手
に伝わることで提供者が利する。
例）新製品、クーポン、コマー
シャル、財務諸表など

データの保有者にとって価値の
あるものであり、他社に伝わるこ
とで損害を被るため、意図的に
その内容を秘匿しているもの。
例）顧客名簿、製品原価、製造
計画、製品図面など

データが何らかの行為や状態
に対応づくものであり、企業内
部で活用による価値を生む可
能性がある。秘匿性が高いが、
個別の状況に依存しているた
め外部での利用は限定的。例）
完了日時、設備稼働、在庫

企業内部データや営業秘密を、
特定の相手に対して開示したもの。
契約にもとづく開示が前提ではあ
るが、多くの場合は契約が存在し
ないか権利関係があいまい。例）
在庫、検査データ、注文など

データの提供者と利用者が、あ
らかじめデータの権利関係や利
用方法を合意したうえで利活用
するもの。通常、プラットフォーム
事業者が介在する。例）音楽や
動画、マニュアル、図書館など

重点的検討が必要な領域
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PPLM（生産プロセス・ライフサイクルマネジメント）

•省力化や原価低減ではなく、価値（価
格）を増やすには、エンジニアリングの
視点が必須となる。ＰＬＭ（製品ライフ
サイクル）は、製品に着目しているが、
取引先も含めた生産プロセス（工程設
計、生産技術）の視点が重要。

• ＰＰＬＭは、生産ラインをどうやって進
化し、多能工化し、新たな製品設計に
追随あるいは先導していくかが問われ
る。製品設計と工程（工場）の設計をコ
ンカレントに行い、製品単体ではなく
トータルのコストパフォーマンスを問う。

Production Ｐｒｏｃｅｓｓ Ｌｉｆｅｃｙｃｌｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

生
産
設
備
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

製品の
設計

設計の
変更

設備の
設計

設備の
変更

販売の
終了

設備の
廃棄
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設計

設備の
変更

設備の
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スタート
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新企画

• 未来型業務シナリオWG
• IVIが提唱する３つの未来工場（コンビニ工場、シェアリング工場、コネクテッド工場）
からバックキャストしたイメージで業務シナリオを提示し、そこへ向かう実現可能な
ネクストステージをゴールとしてWGを運営します。４月に企画募集を行い、６月の
プレWGにてGO/NOGOを判断します。GOの場合は、通常のWGと同じ流れで運
営するが、実証実験は実工場である必要はない。（なんらかの実証は必要）

• CIOF-CN実証実験WG
• 企業間連携フレームワークを用いたカーボンフットプリントの計算およびトラストな
企業間連携を実際の企業を対象として行います。これは、別途CIOFパートナーズ
およびCNタスクフォースとのジョイント企画となります。実際に実証実験の枠組み
の中で、横ぐしとしてCIOFやCN支援サーバなどを共通で利用することになります。

• 改善型DXあるあるWG
• 高度なITやAIなどを使わず、既存の技術を用いたDXであるが、確実に成果を出せ
るための工夫をすること、その実践としてCAN-BE、CAN-DOに力点を置いたWG。
中小企業での実証を主なターゲットする。運営は年間を通したものでなくてもよく、３
回（３か月）程度で成果を出すことを目指す。
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ＩＶＩだからできる理由

ＩＶＩのＤＮＡ

その１．やってみてから考える

その２．現場の現実に立ち返る

その３．本音で話し和を広げる
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ご清聴ありがとうございました。
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